
郷土の文化遺産を志向した書道教育の展開例

一長野県上伊那郡辰野町の「龍渓硯」に着目して－

信州大学小林比出代

1 .はじめに

信州大学の中期目標の一つに「豊かな地域社会の創造に向けての協働と貢献」が掲げられ、「地域

を志向した教育・研究に関する目標」や「地域に根差した研究と人材育成を実施し、地域振興に貢献

する。」ことが明文化されている。また、文部科学省から採択された独自の教育・地域連携活動の支援

事業「地（知）の拠点整備事業（大学 COC）」も実施している。この事業は、地域の人材及びフィール

ドを活用した教育活動や、地域の人材育成等の推進に貢献するプログラムの支援を目的とする。

書道教育における地域との連携や、地域の文化遺産に関する研究課題に鑑みたところ、長野県知事

指定伝統的工芸品「龍渓硯」の存在と趨勢に行き当たった。本実践研究は、先述のcoc事業として
採択していただき、当該の研究教育補助を受けて実施したものである。

2.龍渓硯の概説一本実践研究の背景ー

最初に、以下の参考資料を引用することにより、龍渓硯の歴史、特徴、趨勢を概説する。

「龍渓硯の歴史

江戸時代の末期、現在の辰野町瀬戸・上島地区で砥石を掘り作間稼ぎをしていましたが、砥石

になる石は少なく、黒い石ばかりが採れました。当時横川の一之瀬で寺子屋の師匠をしていた淵

井椿斉がこの石に目をつけ硯を作って使用してみると、墨のおりがとても良かったので、村人た

ちに硯作りをすすめました。当時は高遠硯と呼ばれていたそうです。

昭和 10年、時の首相犬養木堂翁に認められ、長野県知事大村清ーにより「龍渓石」と命名さ

れました。そしてこの石で作られた硯を「龍渓硯」といいます。〔以下略〕

龍渓硯の特徴

龍渓石の石質は「黒雲母粘板岩」とし、い、石齢2億年以上と言われています。キメが細かく、

硬くなく、柔らかすぎず、発墨に適した石質のため硯に適しています。また、自然の模様が表面

を彩っていますが、第二酸化鉄でできており 5000万年以上の時が作り上げた芸術品です。

この龍渓石に「使いやすさJ「美しさ」を考え、受け継がれた伝統の技術を注ぎ製作しています。

〔以下略〕

龍渓硯の起源（上伊那郡誌原文による）

この石で、初めて硯を作ったのは、淵井椿斉であると言われています。

現在の箕輪町長岡に生まれた淵井椿斉は、江戸に遊学し、帰郷後川島地区一之瀬で医業を営み、

一方で村の子供たちに学問を授けていた人物で、明治18年に故郷で没しました。

太平洋戦争後、辰野町翠川氏等の努力によりその声価が再び知られるようになりました。」

（「龍渓硯」龍渓硯本舗翠JII堂

龍渓Z見振興会作成パンフレット（平成25年度地場産業活性化戦略支援事業支援））
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写真1 龍渓硯（翠川希石氏作）の側面 写真2 龍渓硯（翠川希石氏作）

「地元の上伊那郡辰野町では、江戸時代より龍渓硯がつくられています。その石齢は二億年以上と

いわれ、石質が徽密で粒子の細かい墨が磨れると言われます。昭和 10年に当時の大村県知事によっ

て龍渓石と名づけられました。『龍』は天竜川系で産出することから、『渓』は天竜川系の横）11) 11の渓

流のその美しさからという説と、端渓硯の渓をとったという説があります。サビの色が美しく、金色

やこげ茶色、稀に白色も出ます。硯だけでなく、一輪ざし、筆立て、朱肉入れ、文鎮等つくられてい

ますが、サビの美しさから鑑賞石としての飾り石も存在感のあるものがつくられています。

高遠とも縁があり、江戸時代末期に高遠藩が全ての石を所有し、山梨の雨畑の硯職人を招き指導を

させて硯をつくらせました。それが、高遠硯、鍋倉硯として売られるようになりました。明治初期は、

数十名の硯職人がし、たようですが、大正時代になり表退していきます。しかし、昭和に入り書道がだ

んだん盛んになり、翠川さん深津さん等も山梨から移住し、硯をっくりはじめ復興しました。多いと

きには七軒（川口、五味、田中、田中、望月、翠川、深津）あったが、二軒だ、けになってしまいまし

た。そして、二ヶ月前突然に翠川さんが倒れ、亡くなってしまいました。

〔中略〕

我々書道教育に携わる者として、硯だけでなく書を取り巻く文化を守っていくことが大切だと考え

ます。小中学校では、硯は墨汁を入れる入れ物として使われているのが現状です。本来の使い方であ

るように、生徒が硯で墨を磨るという体験をさせる必要があると考えます。」

（第39回全日本高等学校書道教育研究会長野大会分科会口頭発表資料

「目の前の生徒をどう育てるか～体験学習や本物を見せる取り組み～」

長野県高速高等学校泉逸男（2014.11))

3. 実践概要及び工程

次に、本研究での実践内容における、学生たちの具体的な調査の工程や方法に関して列記する。

a.龍渓石の採石場と龍渓硯の工房（日本工芸会正会員故翠川希石（本名袈裟美）氏の「龍渓硯本舗

翠川硯店」）を訪問し、以下の調査を行う。［2015（平成27）年10月24日（土）］

0龍渓石や龍渓硯の歴史（龍渓石の石質／龍渓石の産出から龍渓硯誕生への変遷／龍渓硯の現在等

O現存する龍渓硯の鑑賞とその特質の検証

0龍渓石原石から龍渓硯完成までの工程

b.翠川希石氏から龍渓硯の制作技法を直接学ばれた、長野県高遠高等学校

教諭泉逸男先生を講師にお招きし、実際に龍渓石原石を用いて龍渓硯

を制作する。［2015（平成27）年10月31日（土）於信州大学教育学部／

※10月25日～30日の聞に、前もって撃（刀）の扱い方に慣れ、かつ、

各自硯の大まかな体裁を決めて、硯の裏面の据わりをよくするための刀を加えておく。］

写真3 硯裏面に万を加える
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c.上記「a.」での調査内容と「b.Jでの制作過程を記録し、完成した作品とともに展示発表する。［2016

（平成28）年2月17日（水）～21日（日） 於信濃教育博物館（長野市）］

4.実践成果の教育的な展開

「3Jを受け、本研究の実践成果における教育的な展開方法、及び地域との連携や研究の新規性に

関する工夫等について列挙する。

【2015（平成27）年度］

0 「3Jの内容は、当該年度の後期に開講する授業「書論・鑑賞」の中で、文房四宝に関する研究の

一環として、郷土の貴重な文化遺産について探究することを目的に展開する。具体的には、「3」

の「a.」と「b.Jを正規の授業時間外に設定する「特別授業」の形で実施し、「c.Jの展示発表準備

は1～2月の授業内や自主ゼミの形式で行う。

0本研究結果は、当該年度末に開催する「平成二十七年度信州大学教育学部卒業書道展J（於信濃教

育博物館第1展示室及び、ロビー）において展示発表する。会場となる信濃教育博物館は、地域の

皆さんの利用をはじめ、とりわけ教育関係者の利用率が大変に高く、また、卒業書道展の開催時期

が年度末であることも相まって、多くの来場者が想定される。

[2016（平成28）年度以降】

本学部を卒業する学生たちが、それぞれの赴任先（勤務校やその地域）で、本研究内容を発展的に

実践遂行していくことが期待できる。この研究は学生の教育活動にもつながり、さらには知識技能の

一部が継承されることも望まれる。

5. 展示発表の様子ー完成した龍渓硯と学生が作成した展示パネルー

「3」の「b.Jで制作した硯と「c.Jで作成したパネルを展示発表した卒業書道展の様子と、実際

の硯及び展示パネルの写真を掲載する。

写真6

一14-

【本頁】写真4 龍渓石原石

写真5 卒業書道展での展示（下方に硯）

写真6 完成した龍渓硬

【次頁】写真7 （上段） 卒業書道展での展示

※下段以降は実際に展示したパネル（11枚）



龍
渓
磁
の
歴
史
と
現
状

卒業書道展での展示 （信；車教育博物館第1展示室へ続くロビーにて）

か
み

ν
ま

江
戸
時
代
、
上
島
村
（
混
一
波
野
町
上
向
路
地
区
）
で
品
傑
出
し
た
い
幻
が
、
磁
作
り
に
漉

た
か
と
hw

し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
い
偽
遠
地
泌
が
臼
を
つ
け
、
そ
の
石
を
す
べ
て
一
所
有
し
玄
し
た
。

4
C
ま一一
M
A
E
h

そ
の
上
で
、
中
級
川
（
現
山
梨
m
M
）
の
一雨
焔
か
ら
綴
仁
た
ち
を
知
山
き
、
続
を
作
ら
せ
ま

い

な

な

べ

〈

お

し
た
。
そ
の
授
は
お
〈
税
制
さ
れ
、
「
山
川
迷
夜
一

…z初
v
m
m
碗
いぺ
鱗
念
競
一
な
ど
と
時
ぱ

れ
ま
し
た
。

大
正
期
に
、
浜
野
町
で
採
れ
る
良
質
の
石
は

一誌
渓
石

一と
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

総
渓
．
h
で
作
ら
れ
る
説
、
そ
れ
が

一能
渓
磁
」
で
す
巴
そ
の
役
貨
の
良
さ
か
ら
多
く

の
人
気
を
獲
得
し
ま
し
た
b

一
時
は
海
外
か
ら
の
筆
記
呉
の
品
物
入
や
普
及
に
よ
り
、

磁
の
叫
陶
磁
の
低
下
と
共
に
能
渓
視
の
生
鐙
も
衰
退
し
ま
し
た
が
、
昭
和
仰
に
人
る
と
符

15 

び
議
遜
人
気
が
お
ま
り
、
拍
地
渓
凝
は
よ
り

一
溶
の
隆
磁
を
見
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
6

ま
た
、
山
梨
県
か
ら
総
渓
．
れ
を
求
め
、
多
く
の
税
工
が
移
住
し
て
き
L

ま
し
た
。

当
初
は
七
軒
あ
っ
た
縫
渓
悶
棋
の
工
一
傍
で
す
が
、
徐
々
に
減
少
し
て
い
き
一
一
軒
が
殺
り
、

み

vz，
か
わ
サ

2

Aザ

さ
ら
に
昨
年
、
翠
川
袈
裟
美
（
号

賞
、
ぜ
審
判

品
伸
行
）
氏
（
日
本
工
芸
会
正
会
員
）
が
亡
く
な

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
総
渓
悶
備
を
作
る
緩
T
L

が
不
足
し
、
鵡
総
渓
剤
師
は
幻
の
綴
と
な
り
つ

写真7

つ
あ
り
ま
す
。

｛出
品
開
‘
ウ
ィ
キ
ベ
デ
ィ
ア
）



実
地
譲
査

2 

翠
刈
堂
前
悦
店
の
見
学

i
怒
川
ゆ
り
子
さ
ん
の
お
話
！

1 

採
石
地
見
学

’？
i
uい
す
F
s，

能
渓
硯
の
原
石
で
み
の
る
総
渓
石
は
、
石
に
よ
っ
て
色
の
付
き
方
、
設
さ
な
ど
が

辰
野
間
航
、
か
ら
取
で
十
五
分
ほ
ど
、
－

mの
中
へ
滋
ん
で
い
く
と
怒
川
氏
が
後
一
議
石
を

様
々
で
全
て
が
一
品
物
。
抽出渓
γ

仰
の
ほ
ん
の
一
線
だ
け
を
綴
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま

総
石
し
て
い
た
場
所
に
や
わ
き
ま
し
た
。
木
々
が
う
っ
そ
う
と
生
い
茂
り
、
人
気
の
な

い
H
淡
色
か
ら
は
山
似
し
さ
を
滋
じ
ま
し
た
ひ
叫明
仁
の
・
中
に
は
、
原
石
を
安
定
供
給
す
る

4
サ

d
ρ
吋

2
1
1

す
。
龍
渓
旧
制
は
鋒
詑
認
が
織
か
く
、
明
一盟
が
爽
く
磨
れ
る
と
い
う
性
府
民
を
待
っ
て
い
ま
す
c

た
め
山
ご
と
開
ぞ
っ
人
も
い
る
そ
う
で
す
。

り
hv
う
ち
い
ゼ
き

後
渓
石
の
や
で
も
、
磁
に
で
き
る
ぬ
れ
と
で
き
な
い
．わ
が
み
の
り
ま
す
ゅ
そ
れ
を
見
綴

と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
c

そ
の
錨
鎖
は
京
く
認
め
ら
れ
て
い
て
、
日
本
の
誇
絡
が
韓
関
の
大
統
制
測
に
鳴
っ
た
こ

げ

さ

み

き

ぜ
き

怒
川
袈
裟
美
（
円
勺
希
石
）
氏
の
作
品
も
い
く
つ
か
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大

ふ
た

き
さ
、
形
は
様
々
で
、
蓋
付
き
の
も
の
や
裟
枇
酬
の
加
え
ら
れ
た
も
の
も
あ
り
、
端
研
川
川

氏
の
創
造
力
に
も
驚
き
ま
し
た
e

釜
付
き
の
波
法
主
に
贈
答
口
聞
と
し
て
作
ら
れ
て
い

め
る
こ
と
が
、
総
渓
m慨
を
つ
く
る
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。

し
ら
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

た
も
の
で
す
。
装
飾
に
は
カ
エ
ル
、
カ
メ
な
ど
の
水
と
関
連
す
る
生
き
物
が
多
く
あ

A
T
 

16 

右・カメの苦手をした水義し I 

左カメの形をした後 I 

音E渓獲の量輩童芝

総かくきらきらと嫁いている角

撮彩協力 竹下欽宏先主主

匂
ふ
墨
を
震
る
一
国
に
を
立
し
て
い
る
微
粒
子
の
一
」
と
を
い
う
。
こ
の
微
粒
子
の
密
疫
が
奮
い
ほ
ど
‘
象
が
よ
く
廃
れ

る
。

（

参
考
叫
母
音
道
特
肘
輿
』
東
京
堂
出
議
｝



！
翠
川
袈
裳
美
（
号
希
石
）
氏
に
つ
い
て
！

3 

泉
逸
男
先
生
の
お
話

務
部
川
氏
は
・
中
？
を
卒
業
し
て
間
も
な
く
、
家
業
の
磁
仁
を
受
け
継
ぎ
ま
し
た
。
山

於
辰
野
高
校

＆

rh
か
と
む

高
速
潟
校
脅
迫
科
の
泉
逸
努

（門wv
r
仰心
）
先
生
か
ら
、
特
別
に
綴
に
つ
い
て
の
議

梨
か
ら
長
野
県
辰
野
町
に
移
住
し
、
五

C
年
以
上
矧
棋
を
作
り
続
け
て
い
ま
し
た
。
潔

川
氏
は
見
た
践
の白
川
さ
だ
け
で
は
な
く
、
ま
ず
使
え
る
こ
と
を
議
綴
し
た
m慨
を
目
指

義
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
c

向氷
先
生
保
川
殺
の
殺
の
数
々
を
爽
際
に
見
な
が
ら
、
糸
、

し
て
い
ま
し
た
《
そ
の
卒
越
し
た
技
能
と
、
磁
の
美
し
さ
が
認
め
ら
れ
、
平
成
九
年

れ
ぞ
れ
の
奴
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て
、
穏
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

。
‘
ラ
怒
い
A

ぞ
き

に
は
事
越
技
縁
者
知
事
表
彰
口
伝
Mm
の
気
工
」を
受
賞
し
ま
し
た
。
能
渓
？
仰
を
見
に
、

i泉
先

e 生

判

出
し
て
き
ま
し
た
n

視
だ
け
で
な
く
花
田
師
、
策
立
て
、
文
銀
、
ペ
ン
ダ
ン
ト
な
ど
の
様
々
な
製
品
を
生
み

日
LJ 

e
 

C
曽
野
撚
デ
ジ
タ
ル

7
1
カ
イ
フ
抗
逸
Mm
控
諒
崎
山
説
、
よ
り
V

y 

）雲（
i 生
iの i
l ；；再 f

i義j
しJ

17 

9
a
〉
ぴ
い

向
米
先
生
は
、続
を
収
集
す
る
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
制
作
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
的
機
渓

tLず
参捌
慨
を
作
る
技
法
に
つ
い
て
、
向
旅
先
生
か
ら
直
後
ご
指
簿
を
受
け
ま
し
た
2

総
渓
税
に

つ
い
て
、
石
を
割
る
巡
回
泌
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
践

（綴
の
浅
い
部
分
。
m

出揮を

と
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
り
し
ま
し
た
。

終
る
と
こ
ろ
）
と
海
（
綴
の
深
く
な
っ
て
い
る
部
分
）
と
で
は
、
制
加
の
滋
お
で
削
削
る



「三宮町一！

h
e
う
対
い
す
，

n

出
船
渓
磁
以
外
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
中
闘
で
銭
高
級
品
で
あ
る
綴
渓
硯
’
や
、

金

C4aa
Aえ

山
梨
県
で
生
産
さ
れ
る
雨
燃
磁
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
端
渓
制
掛
か
ら
一
文
字

取
っ
て
総
渓
視
と
名
付
げ
た
、
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
山
梨
県
の
爾
淑
磁

と
も
能
渓
授
は
関
係
が
深
く
、
一
胸
織
で
後
に
泌
す
る
－
h
Hか
採
れ
な
く
な
っ
て
か
ら
、

で、す
。

蹴
削
工
の
方
々
が
多
く
辰
野
町
に
移
住
し
て
き
た
、
と
い
う
記
録
が
残
っ

て
い
る
そ
う

地
硝
裟
の
途
中
で
、
磁
を
作
る
際
の
「
鋭
彫
り
」
と
い
う
工
程
の
体
験
を
し
官
仇
し
た
。

呆
先
生
は
ス
ム
ー
ズ
に
ノ
ミ
を
遂
ん
で
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
体
験
し
て
み
る
と
、

制
作
制
作
工
程

1 
hυ’占
1
－叫
ん、，

f

一L7
f
n
n
．h
g

ト
ン
カ
チ
と
ノ
ミ
で
護
渓
石
を
採
石
す
る
3

こ
の
跨

出
…
で
磁
に
な
る
お
か
ど
う
か
見
緩
め
る
会

③
）石
制
剖
り

石
は
縦
に
割
れ
る
た
め
、
議
つ
き
の
磁
を
作
る
こ
と

も
で
き
る
。
石
を
日
に
当
て
る
と
、
建
芸
品
ゅ
の
教
が

見
え
る
。

③
石
造
り

切
り
出
し
た
お
を
研
い
で
、
泌
を
平
ら
に
す
る
。

泌
を
平
ら
に
し
た
あ
と
、
九
月
を
と
る
た
め
、
磁
石
を

使
っ
て
削
る
。

＠
硯
彫
り

一一
一種
類
の
ノ
ミ
を
使
っ
て
臨
時
る
。
磁
の
除
m
－
海
の
、

そ
れ
ぞ
れ
を
彫
っ
た
後
、
総
を
臨
時
る
。
次
に
、
閣
制
の

市
棋
を
彫
っ
て
、
級
自
体
の
鉱
わ
り
を
よ
く
す
る
令

18 



念
日
務
き

磁
石
を
使
っ
て
夜
泌
を
綴
え
る
。
そ
の
後
、
紙
ヤ
ス
リ

で
よ
り
な
め
ら
か
に
仕
上
げ
る
。

＼
J
P
一時
M
3

4
叫
」閥
均
主
H
H

玄
－
a
え

磁
の
川裁
に
彫
泌
を
す
る
。
装
飾
と
し
て
、
総
絵
な
ど
を

入
れ
る
c

写
真
で
は
、
カ
エ
ル
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
彫
刻
を

施
し
て
い
る
。
彫
刻
は
、
水
に
関
係
す
る
生
物
が
多
い

伶
）
虫
あ
な
ふ
さ
ぎ

問
機
を
漆
で
絞
っ
て
、
そ
れ
を
簿
く
伸
明
h
ツ
小
さ
な
穴
を
ふ

さ
ぐ
。
一

日
置
い
た
あ
と
、
サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
を
使
い

表
訴
を
磨
く
。

容d
漆
譲
り

テ
レ
ビ
ン
油
側
で
生
漆
を
の
ば
し
、
縦
一間
以
外
を
擦
る
。

磁
｝
聞
は
壌
を
絞
る
た
め
に
必
婆
な
の
で
、
渓
ら
な
い
字

数
日
乾
燥
さ
せ
て
光
成
a

同
「
長
野
副
拍
子
：
日
タ
ル
ア
：
カ
イ
ザ
後
連
事
業
詑
諜
臨
」
よ
号
〕

2 

制
作
後
の
感
怒

宮室き

泉
先
生
ご
拐
殺
の
も
と
、
ma

碗
開
帰
り
」
と一
・艇を
h

・一
の
二
つ
の
工
程
を
行
い
ま
し
た
。

い
ざ
制
制
作
し
て
み
る
と
、
ノ
ミ
が
大
愛
媛
関
で
な
か
な
か
上
手
く
肱
飢
え
ま
せ
ん
で

し
た
。一震
と
ノ
ミ
の
述
動
が
難
し
く
、
実
っ
す
ぐ
に
逃
ま
な
い
、
カ
げ
か
人
ら
な
い
な

ど
で
苦
戦
し
ま
し
た
U

始
め
の
う
ち
は
大
胞
に
、
総
務
は
綴
例
制
に
、
と
い
う
カ
加
減

の
コ
ツ
も
つ
か
み
づ
ら
く
、
や
っ
と
彫
り
終
え
た
際
は
一
符
が
ジ
ン
ジ
ン
と
痛
み
ま
し

の
鏑
絡
を
回
数
じ
ま
し
た
。

た
。
改
め
て
龍
渓
視
が
出
来
上
が
る
ま
で
の
線
工
の
HW労
を
知
り
、
そ
の
完
成
um

同
議
汁
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
裂
の
m協
が
普
及
し
て
い
る
今
ロ
で
す
が
、

．
つ
ひ
と
つ
了

患
い
ま
し
た
a

事
に
、

mb
い
を
込
め
て
作
ら
れ
た
龍
渓
視
を
、
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
と

19 
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選手袋はケガ防止のため．

マスタは彫っておた粉を吸い込まないたぬ！こ諺！？でいます魚

‘.....皐

A
y
刷
出
の
展
示
発
表
に
関
し
て
、

－
h

尚
遠
高
校

泉
逸
見
（
号
石
心
）
先
生

翠

m堂
税
店

翠
川
ゆ
り
子
様

・
辰
野
高
校

松
州
諸
子
先
生

・
信
州
大
学
教
育
学
部

竹
下
欣
宏
先
生

・
辰
野
町
役
場

以
上
の
ゆ
H

さ
ま
か
ら
、
辰
野
町
で
の
実
地
調
査
、
龍
認
磁
に
関
す
る
情
報

や
資
料
の
提
供
、
税
制
作
に
お
い
て
の
ご
指
導
や
仕
上
げ
の
工
務
な
ど

多
く
の
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
窓
口
等
書
道
教
育
研
究
室

20 

側
、
心
よ
り
感
謝
ゆ
し
上
げ
ま
す
。

成：；￥ 巌の

獲七年i 事表は

信州カデア

すLま' 



6. おわりにー当該授業を受講した学生の感想（原文のまま）－

O 「〔前略〕

龍渓硯の特別授業を通して、私は書写書道教育研究室に所属しほぼ毎日のように筆、紙、墨、そし

て硯に触れているにも関わらず、今まで特別関心をもっていなかったことに気が付きました。それは、

「道具に愛着を持っていなしリ「どれを使っても同じだ」としづ考えを抱いているのではなく、それぞ

れの道具にどのような歴史があり、またどのように制作され私たちが使っているのか等を考えたこと

がなかったのを意味します。よって今回授業の一環として辰野町に龍渓硯のお話を翠川さんにお聞

きすることができ、本当によかったで、す。また、その後私たちに硯制作のご指導をしていただいた泉

先生にも本当に感謝しています。硯制作をして、いかに一つの硯を作り上げることが大変であるかを

実感しました。

さらに、翠川袈裟美さんが実際に硯を制作する映像を見て最も衝撃を受けたのは、採石し割った段

階でどのような硯の形になるか決まるということでした。それは単なる「技術」としづ言葉に収めら

れるものではなく、何十年という長い年月の経験から成せるものだと感じました。

翠川さんのお話から、現在龍渓硯を制作しているところはほとんどなく、その歴史と技術が途絶え

てしまうかもしれないことを知りました。確かに、小学校の書写の時間に用いられる硯は軽く子ども

たちにも扱いやすいという理由からプラスチックの素材で作られたものが多く石の硯の需要は減少し

ていると言えます。私自身は、龍渓硯が途絶えてしまうことを直接止めるのは難しいですが、将来子

どもたちに本物の硯を見せ、墨を実際に磨る活動を行っていきたいと思いました。（後略）J 

0 「〔前略〕

翠川さんの工房を見学させていただき、硯としづ芸術を知ることができた。一般的な形から彫刻が

施されているもの、生物を象っているものなど様々。「書道用具Jではなく「鑑賞品」としてコレクシ

ョンしている人もいるらしいが、使い手のことも考えられた硯を、飾っておくだけではもったいない

と思った。龍渓石ならではの鋒鐙のきめ細やかさ、こぼれないようにと海を深く彫ってくれた翠川さ

んの思いやり、それらを活かすための書道をしてほしいと思う。実際自分が使うことになったら、高

価ゆえ手が震えてしまうかもしれないが。

いざ自分たちが制作してみた時、撃の扱いにくさに驚いた。映像の中の翠川さんは、すいすいと撃

を動かし、まるで初めから形が決まっていたかのように、あっという聞に完成させた。実際の石は相

当硬く、肩の骨がえぐれそうで、あった。泉先生の多大な補助のおかげで、やっと彫れた時には達成惑

が大きかった。肩と支える腕の力、細部を見極める目が必要で、様々な体力を消費した。

龍渓硯制作の様子から、自然がなくては成り立たない、全てが無二の硯なのだ、と知った。自然の恵

みとそれを生かす職人がし1て初めて成り立つ龍渓硯。その価値をつくづく感じ、また、なくしてはい

けないとしづ使命感が沸いた。自分が職人になることはできないが、せめて多くの人にこの芸術を知

ってもらいたいとd思った。今回行う卒業書道展で、少しでも広まることを願っている。」

【本稿参考資料】 。「信州龍渓硯」（龍渓硯振興会事務局作成パンフレット）
。「龍渓硯J龍渓硯本舗翠）, ，堂

（龍渓Z見振興会作成ノ号ンフレット（平成25年度地場産業活性化戦略支援事業支援））

。「平成22年度長野県デ、ジタルアーカイブ推進事業龍渓硯J（辰野町制作DVD 2010) 
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